
ご意見・要望 対応

切捨間伐への支援を継続してほしい 引き続き、切捨間伐への支援を継続いたします

生産森林組合の採択基準を緩和すべき(1戸とカウン
トしないように)

平成25年度事業から採択基準の見直しを検討いたし
ます

市町村有林、公有林へ事業対象を拡大すべき
税収に限りがあることから、引き続き私有林に対象森
林を限定させていただきます

森林所有者と地方事務所長が結ぶ協定期間を短縮
してほしい

他事業における補助率と協定期間との整合を図る必
要があるため、森林所有者にご理解をいただきなが
ら現行の20年を継続いたします

間伐と併せ下刈・枝打ちも補助対象とすべき
引き続き、喫緊の課題である間伐の推進を図ってま
いります

国土保全にマイナスにならないよう、無理をして利益
を生み出すだけの間伐は行わないでほしい

ご意見を踏まえ事業を実施してまいります

間伐材搬出支援にあたっては、県内の製材工場へ
の出荷が少ない地域があることも考慮すべき

搬出材 利用先を県内に限定すると結果と 材が

次期森林づくり県民税を活用した施策(案)に対するご意見への対応

　昨年11月に県内4会場で開催した県民説明会(2回目)及びそれ以降に開催した県民会議・地域会議でご
説明した、次期森林税を活用した各事業・施策の案に対する主なご意見・ご要望に対する対応をとりまとめ
たものです。（事業・施策の内容に対するご質問は含めていません。）

■みんなで支える里山整備事業

間伐材搬出支援については「県内で加工または消費
が確実な間伐材であること」という採択基準を考えて
おりますが 事業初年度である平成25年度の実施状

資料３－２

搬出材の利用先を県内に限定すると結果として材が
捌けないおそれがある

ご意見・要望 対応

ヘクタールあたり補助単価(15,000円)を増額すべき
ヘクタールあたりの森林所有者数に応じて異なる補
助単価を設定いたしました

■森林づくり推進支援金

ご意見・要望 対応

カシノナガキクイムシ対策を事業対象にすべき
引き続き、カシノナガキクイムシ対策も事業対象とい
たします

■水源林公有林化支援事業

ご意見・要望 対応

市町村が水源林を取得する際に公図と現地の整合
を取る作業も併せて支援すべき

国土交通省で実施している国土調査関係の事業の
活用をご検討いただくとともに、ご意見は今後の検討
課題としても承りました

水源林の保全は国益に関わる部分であり国へ働きか
けるべき

機を捉えて国に要請してまいります

県としての水資源・水源林保全対策の全容と、その
中における本事業の位置付けを明確にすべき

資料３－３補足説明資料（Ｐ８）のとおり、県の水源林・
水資源保全対策の全体像と、その中における本事業
の位置付けを整理いたしました

■地域で進める里山集約化事業

おりますが、事業初年度である平成25年度の実施状
況等を見ながら検討してまいります



■信州の木活用モデル地域支援事業

ご意見・要望 対応

事業の採択にあたって、透明性を高める仕組みづく
りが必要

ご意見を踏まえ事業を実施してまいります

多くの施設でDIYキットや木育キットを活用できる取組
を進めてほしい

県産材のPRにあたり、木工教室の活用、女性が気軽
に木を使える環境づくりを考慮してほしい

事業の採択の判断は専門性が必要であるため、県民
会議ではなく別の組織で行うべき

事業の採択は、県民会議において様々なご意見を
頂きながら進めてまいりたいと考えております

■信州フォレストコンダクター育成事業

ご意見・要望 対応

フォレストコンダクターの役割、これまで育成してきた
既存の人材との違いを明確にすべき

資料３－３補足説明資料(P11)のとおり、信州フォレス
トコンダクターの位置付けを整理しました

国の制度に倣った人材育成ではなく、長野県らしい
人材育成を行うべき

ご意見を踏まえ事業を実施してまいります

■みんなで支える森林づくり推進事業

ご意見・要望 対応

若い人達に対する森林・林業の普及啓発が非常に
大事

女性、若者だけでなく中年層にも広報のターゲットを
広げるべき

当該事業のほか、森林づくり推進支援金、木育推進
事業なども活用しながら取組を進めてまいります

ご意見を踏まえ事業を実施してまいります
広げるべき

ラジオはスポットCMよりも番組を優先して実施すべき

■木育推進事業

ご意見・要望 対応

山間部だけでなく、都市部の学校でも木育の取組を
進めてほしい

保育園・幼稚園でも木育の取組を進めてほしい

里山の価値を子ども達に教える場を与えるような取組
を進めるべき

子どもの安全を重視し、ヘルメットや保険の整備が必
要

環境問題や環境教育に関する施策が少ないため取
組をお願いしたい

本事業のほか、森林づくり推進支援金なども活用しな
がら取組を進めてまいります

■里山利用総合支援事業

ご意見・要望 対応

補助は市町村を通さず、事業主体への直接補助とし
てほしい

ご意見を踏まえ、事業主体への直接補助の仕組みと
しました

ご意見を踏まえ事業を実施してまいります


